
このテキストボックスが背の部分になりますので、背幅計算機で出た値に直してください。背幅を変更したら、ページ幅も合わせて変えてください。











右開きの場合：この部分が表紙になります。


左開きの場合：この部分が裏表紙になります。








注意！


・必ず背幅をページ数に合わせて変更し、変更した分（最初は8.8mmになっています。）をファイル⇒ページ設定の「用紙サイズ」に加算・減算してください。本文と表紙が合わせて24ページ以下の場合は中綴じになるので、背幅を0mmにしてください。


・黒い線で断裁・折り処理がされます。用紙サイズは、後述する塗り足しも含めたサイズです。


・このテンプレートの線を残しておくと、線まで印刷されてしまいます。各部にカーソルを置き、書式⇒テキストボックスの「色と線」で「線」の「色」を[線なし]に設定してください。


・表紙・裏表紙は開き方向によって変わるので気をつけてください。


・表紙・裏表紙は、境界線の内側３mmは文字などをのせると切れたり、折りこまれてしまう場合があります。


・色や写真を表紙いっぱいに印刷したい場合は、最低でも3mm外側まで伸ばしてください。（塗り足し）


・この注意書きは削除しましょう。











右開きの場合：この部分が裏表紙になります。


左開きの場合：この部分が表紙になります。








背幅の変更の仕方


背幅のボックスをクリックし、書式⇒テキストボックスを開く


「サイズ」タブをクリックし。「幅」に背幅計算機で出した値を設定する


ファイル⇒ページ設定の「用紙サイズ」の「幅」に、以下の計算で出た値を設定する。


3mm(塗り足し)＋表紙の横幅＋背幅＋裏表紙の横幅＋3mm(塗り足し)＝横幅


左のボックスから順に、書式⇒テキストボックスの「レイアウト」タブ内にある「詳細設定」で、「横位置」を「右方向からの距離」、「基準」を[ページ] に設定し、数値を「そのボックスより左にあるボックスの横幅の合計＋3mm」にそれぞれ設定します。





背文字を中央に配置するには・・・


書式⇒段落の「間隔」にある「行間」を[固定値]に設定し、「間隔：」の値を調整します。

















